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健常者に認められたOKT4細胞欠損の1例
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　　　　　　　　1緒言　　竪織蹴蒙瑠櫻lhe’pe「／’nduce「

　免疫されたマウス脾細胞とmyeloma細胞を細胞融』　　　　　　　　　、L　l・

Stて，・味1舳に存在するT鮪1）－3・，・uppre∴　　　Il鯵および方法

ss・・／・yt・t・xi・ity　T細胞・・5），　helper／i・quce・‘T　対象は1舳供血者』（鍮，男性）でTR馳の健

細胞4）6、，B細胞7）8），単球／マクロフ募一ジ，．ha比ra1　　常者である。

killer（NK）細胞9）10）に対する各種monoc1『na1航体　．．・1）表面抗原戸解析き末梢血リンパ球の表面抗原の

（lnAb）が作成されている。さらにこれらの各mAb　　解析はStephanら11）の全血法およびわれわれがすで

1・よ・て謙された細胞は轡の免疫学鰍能鮪ず　た幸晧した方法12）を・よった．略述すると全血法は100

ることが認められている誇回襖袖世娩疫グ．ヴリ．μ1のヘパリ珈末ny］miを10・1の銑色素鰍の各

ン値に異常を認めずtuberculin　reactiort（TR）陽性　　mAbと室温で反応させ，その後等張のNH4C1により

である健常者において，珍細胞の免疫グPtブリIZ産生1・；．：、．赤血球を除去した．．10分後le　flow　cytometry（EPI・
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CS　V）（Coulter　CO．，．　USA）を用いて螢光陽性細胞　　　4）免疫グロブリン

を算出した．一方末　舳よりlymph・p・ep（Ny・g・　Laser　n・ph・Qm・ter（B・hri・g　W・・ke・FDR）

aard　Co．，　Oslo，　Norway）を用いて分離した単核球　　により測定した。

（1×IOs：100μDは各種精製mAb（5μ1）と氷中30
分甑応させ，、回，h。、ph。，，　b。ffered、。1i・，（P　　　皿結　果

BS）で洗浄後FITC標識ヤギ抗マウスIgGまたは　　　本例の免疫学的パラメータの解析結果はTable　l

IgM抗体（Tago　Inc．，　CA．）で30分間氷中で反応さ　　に示した。　Tリンパ球ではOKT　3（pan　T）・Leu　1

せ，2回PBSで洗浄した。その後螢光顕微鏡下で細，　（pan　T）細胞陽性率がやや低値を示したがT11（E一

胞200・300観察し，螢光陽性率を算出した。　　　　　　　rosette形成細胞）陽性率は正常値を示した。　Tリン

　2）リソパ球増殖反応：分離した単核球（1×10s）を　　パ球サブセットではOKT　8細胞陽性率は正常値を示

phytohemagglutinin－P（PHA－P）　（Difco　Coり　　し，　Leu　3a陽性細胞は正常範囲であった。しかし，

MI．，　USA）15μg，　concanavalin　A（Con　A）（Sig－　　OKT　4細胞はまったく認められず，再検査を1ヵ月

ma　Co．，　MO．，　USA）2μgまたはpurified　protein　　後におこなったが同じ結果を得た。この結果はFig．1

derivative（PPD）（日本BCG　Co．，　TQkyo）2．5μg　　に示すとおりである。すなわち横軸に螢光強度，縦軸

添加群と非添加群に別け，それぞれtriplicate作成　　に細胞数を表示してあるがLeu　3a陽性細胞が認めら

し，PHA・P，　Con　Aは72時間，　PPDは120時・問37℃，　れるにかかわらず・OKT　4陽性細胞はまったく認め

5％CO2存在下で培養し，培養終了20時間前に3H一　　ることができなかった。一方本例はOI（T　4細胞（he－

thymldin・（NEN　C・．，　USA）0．5μCiを加えてDNA　lper／i・ducer　T）を欠損していたが免疫グPプリン

合成能を測定した。　　　　　　　　　　　　　　　　（IgG，　IgM，　IgA）はすべて正常値を示した。さらに

．3）N。t。ral　ki11・・灘』 @　　　　　T細胞機能測定のためにPHA－P・C・・A・PPD添加
　分離した単核球（effector）（1×105）を51Cr標識　　によるリソパ球増殖反応を施行したがコントロールと

のK562（target）をE／T比10：1または30　：1で37°　　比較して差を認めず，良好な反応を示した。なお生

C，5％CO2存在下で4時間培養し，「°ICr　release　　体の1つの免疫学的づラメータであるNK活性は年

assay法13）により算出した。　　　　　　　　　　　　齢を合わせたコソトロールと差を認めなかったが，

　　　　　　　　　　　　　　　嚢’～

　　　　　　　　　　　　　　　ll
　　　　　　　　　　　　　　　il
　　　　　　　　　　　　　　　：　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　il　　　　　　　　警
　　　　　　　　　　　　　　鰭i　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　8i｛i　　　　　　　弩．

　　　　　　　　　　　　　　蝋　　　1ili≧
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・、
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Fig．1　Two　cell　type　comparison　using　flow　cytometry
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健常者に認められたOKT　4細胞欠損の1例

　　　Table　1工mrnunologic　parame亡ers　　　　　ることが推定されている。一方免疫グロブリン産生に

一　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　おいてOKT　4細胞はB細胞の免疫グロブリン産生
　　　　　Phen°typic　analysls（％）　　　を徽す。作用鮪する。と，・糖されている・・．し

　　　　　　　　Case　l　　　　　　Control　　　　かし本例はOKT　4細胞が欠損しているにもかかわ

T11（E・rosette）　74　　　　　73±14（N＝42）　　らず免疫グPtブリソ（lgG，　IgM，　IgA）は正常値を

OKT3（pan　T）　　43　　　　　　64±14（N　・＝　42）　　示し，さらにはhelper／inducer倉旨を持つLeu　3a

OKT4（1－1／1）1）　0　　37±14（N＝＝42）　細胞が認められた．このことは本例のh・lper／i・du－

9畿認脇ll　謝将：ll；cer　T細胞e・・L・u・・欄性で・KT・購性で
Leu　3a（H／1）　　　36　　　　　　37±7（N・＝40）　　あることを示唆している。事実ヒト11elper／inducer

BI（B）　　　　　　　7　　　　　　9±6（N＝31）　　細胞におけるFITCラベルのOKT　4および抗Leu

器鵠島，y，。）3　　12±・（N・　31）・・m・・を用・・た・・m…’ti・・bi・d’・g’些ibit’°n

L，u　7（NK）　44　　　18±9（N－11）　試験ではお互いのmAb　l’cよってh・1per／mduce「
Leu　11（NK）　　　42　　　　　18±9（N　：11）　　細胞陽性率はまったく抑制されず，　OKT　4および抗

L，m，h。cy，，　p。。lifera、ive　re，p。。se（△、pm）・・　L・・3・mAbはhelper／i・d・cer継上の抗原の異

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なるepitopeを認識していると報告されている16）。

　　　　　　　　Case　l　　C°nt「°1　　以上の結果より，本例はh，1P，，／i。ducer　T細胞の

PHA－P　　　102，451　120，149±33，301（N臨13）　　表面抗原であるOKT　4のepitQpeの欠損であるこ

C・nA　　86，79771・334±23・816（N＝＝13）　とが示さnた．一方OKT4またはL，。・3・細胞鮪
PPD @　21・87625，881±14・78°（N＝13）するリ。鯨のmit。9，n（。HA．P，　C。n　A）お・び

工mmunoglobulin（m9／d1）　　　　　　　　　　　　antigen（PPD）に対するリソパ球増殖反応は，本例

　　　　　　　　Case　l　　　　　Control　　　　　においてはコントPt　一ルと同程度に認められた。これ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らの結果はリンパ球の機能とリソパ球表面抗原とは必

黙　’・ll81・i齢灘lllず・・一致・旗と轍・・…球表醐・解
IgM　　　　　　189　　　　145±76（N　＝11）　　析には慎重であらねばならないことを示している。さ

　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らにリンパ球の機能検査としてNK細胞とNK活性
NK　activlty（％） @　　　　　を棚。た．。K細胞馳蹴鱗とともV・上昇す・
　　　　　　　　Case　1・　　　Control　　　　　こと17）が報告されているが本例のNK細胞陽性率は

T／E（1：10）4）　　17　　　　　18±7（N　・6），　　同年齢老のコソトロールと比較してやや高値を示して

T／E（1：30）　　　22　　　　22±5（N＝6）　　　　いた。この原因は不明であるが，NK細胞に対するm

1）h，lper／i。duce，　T　　　　　　Abカミ他のリソパ球（・upPress・r／・yt・t・xi・ity　T）

2）supPressor／cytotoxicity　T　　　　　　　　　と交叉反応を示す18）こともNK細胞陽性率が高値を

3）（lymphocyte　responses　induced　by　　　　示す一因と考えられる。なおNK活性はコソトロー
　　　器瓢「antigen）一（med’um　a1°ne　・レと同繊・活性を示・，今回・れ・免麟パ・・

4）t。，g，t，ffect。r　rati。　　　　　一タの検討では免疫不全娠わせる所見｝よ認められな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かった。

NK細胞陽性率はやや高値を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　V　結　　　語

　　　　　　　　IV　考　　　案　　　　　　　　　　　　健常者（36歳，男性）においてOKT　4細胞欠損を

今回触不全を示さない健瀦リンパ球の表面抗原　認めた・しか晩疫グ・ブリンは正常値を示し・リソ

の解析をおこないhelper／inducer能を持つリンパ球　　　パ球増殖反慰，　NK活性もコントロールと差を認めず，

の表面抗原であるOKT　4抗原が欠損している例を認　　さらにはTRも陽性であり，免疫不全を認められなか

めた。このOKT　4抗原欠損例の報告は最近leprQsy　　った。

14、やosteosarcoma15）セこおいてなされ，本例では家

系調査を施行してないがこの欠損は遺伝的要因によ
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